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（メッセージ） 

 プロスタノイド受容体を題材に、GPCR装置における Gタンパク質の選択決定素子、
（ラフトなどへの）細胞内局在決定素子、（リン酸化などの）機能修飾素子、β-arrestin
を介した PI3K活性化素子などを決定し、その相互作用を調べたいと思っています。あ
わせて、プロスタノイド受容体が関わる生殖・免疫・神経系での生理作用にこれらの

機能素子がいかにして寄与しているのか、解き明かしていきたいと思います。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

 

・インビボでのシングルセルからの発現プロファイル解析法を確立しています (Ref. 1, 2)。

遺伝子ノックアウトによる表現型の分子メカニズム解析に威力を発揮しますので、気軽

に声をかけてください。 

・プロスタノイド受容体とその変異体発現ベクター 

 


